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ー 3 種の幼若相の短縮を検討した．先ず，サザンハイブッシュ種 ‘Misty’および
‘Sharpblue’から得られた種子の発芽促進を検討したところ，WPM 培地に赤色 LED
を照射した処理区で最も発芽率が高く，播種 35 日後に 90%以上の発芽率になった．
‘Misty’および ‘Sharpblue’から得られた播種後 4 ヶ月の実生は長日条件（日長：12 h）
の閉鎖系栽培室（温度： 9–22℃，湿度： 60–80%，光強度： 300 μmol・m-2・ s -1）で
栽培したところ，成育が有意に良好であった．その後，日長のみを 8 h とした閉鎖
系栽培室に移動したところ， ‘Misty’では播種後 327 日に， ‘Sharpblue’は播種後 357
日に開花が見られた．また，閉鎖系短日区で光強度を 400 μmol・m-2・ s -1 に大きく

































鎖系栽培室における環境制御の組み合わせにより，ブルーベリー 3 種の実生を 1–2
年間で開花できるので，幼若相を大幅に短縮できることがわかった．なお，幼若相
の短縮化を図るには，実生の成育の促進を図り十分な成長量が得られた後に花芽形
成や開花が誘導される環境条件に移す方法と花芽形成や開花が誘導される環境条件
で成育初期から開花まで栽培する方法がある．前者はサザンハイブッシュ種とラビ
ットアイ種が，後者はノーザンハイブッシュ種が適していた．  
